
　『
消
え
た
子
ど
も
一
一
九

一
名
』
七
月
一
日
発
刊
さ
れ

た
週
刊
誌
の
タ
イ
ト
ル
で
あ

る
。
目
下
、
各
都
道
府
県
に

調
査
報
告
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
で
浮
上
し
た
数
字
で
、

推
計
と
は
い
え
あ
な
が
ち
間

違
っ
て
は
い
ま
い
▼
子
ど
も

の
虐
待
相
談
件
数
平
成
二
四

年
度
は
六
万
を
超
え
た
。
統

計
を
取
り
始
め
た
平
成
二
年

の
六
十
倍
で
あ
る
。
実
際
に

電
話
を
し
た
り
相
談
す
る
の

は
困
っ
て
い
る
人
の
数
％
に

過
ぎ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
子
や
親

が
悩
ん
で
い
る
と
い
う
の
だ

ろ
う
か
。
死
に
至
っ
た
ケ
ー

ス
も
昨
年
は
五
十
件
、
週
に

一
人
の
子
ど
も
が
亡
く
な
っ

て
い
る
▼
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」
が
国
連
で
採
択
さ
れ

た
の
は
一
九
八
九
年
、
日
本

で
批
准
さ
れ
た
の
が
九
四

年
、
な
ん
と
加
盟
国
一
八

五
カ
国
中
一
五
八
番
目
。
と

は
い
え
、
そ
れ
か
ら
日
本
は

徐
々
に
そ
れ
な
り
の
対
策
を

制
度
化
し
て
き
た
▼
一
見
子

ど
も
天
国
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
施
策
・
制
度
に
た

ど
り
つ
け
な
い
子
ど
も
が
こ

ん
な
に
い
る
な
ん
て
ゆ
る
せ

な
い
▼
「
子
ど
も
は
幸
せ
に

発
達
成
長
す
る
権
利
が
あ

る
」
こ
と
に
私
は
胸
を
う
た

れ
た
。
そ
れ
を
支
え
る
の
は

私
た
ち
大
人
、
社
会
、
国
の

責
務
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法

と
同
様
、
私
た
ち
の
不
断
の

努
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。

 

（
あ
ざ
み
祥
子
）

眼
科
医
の
20
年

京都医療生協理事長

山田　亮三

大徳寺前診療所
　 明るくオープン
院長は長嶋珠江医師

な
長
寿
社
会
に
向
け
て
、
協

同
を
基
調
に
、
経
営
改
革
を

進
め
、
信
頼
さ
れ
る
眼
科
を

築
く
」
を
基
本
方
針
に
据
え

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
当
面
す
る
課
題
は
三
つ
で

す
。

　
第
一
は
本
院
の
診
療
の
建

て
直
し
で
す
。
四
月
か
ら
杉

山
院
長
、
中
村
副
院
長
の
体

制
が
確
立
し
、
緑
内
障
専
門

診
療
と
日
帰
り
白
内
障
手
術

が
軌
道
に
の
り
ま
し
た
。
八

月
に
は
京
大
で
神
経
眼
科
を

担
当
し
て
こ
ら
れ
た
宮
本
先

生
を
迎
え
ま
す
。
ま
さ
し
く

盤
石
の
体
制
で
す
。

　
第
二
は
健
全
経
営
の
確
保

で
す
。
率
直
に
申
し
上
げ
て

道
半
ば
で
す
。
事
業
成
績
は

上
向
い
て
き
ま
し
た
が
、
設

備
投
資
と
人
件
費
を
賄
い
き

れ
て
い
ま
せ
ん
。
新
た
な
時

代
を
切
り
開
く
途
上
で
す
か

ら
赤
字
を
ご
寛
容
願
い
ま

す
。

　
第
三
は
組
合
員
利
用
率
の

法
定
要
件
達
成
で
す
。
職
員

の
努
力
に
よ
っ
て
組
合
員
利

用
率
は
三
〇
％
近
く
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
後
一
歩
で

す
。
眼
科
の
患
者
さ
ん
の
組

合
加
入
が
低
調
で
あ
り
、
こ

れ
を
解
決
す
る
こ
と
が
課
題

で
す
。
患
者
さ
ん
の
組
合
加

入
を
後
押
し
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
六
月
二
日
に
、
大
徳
寺
前

診
療
所
を
新
た
に
開
設
い
た

し
ま
し
た
。
狭
い
な
が
ら
も

明
る
い
診
療
所
で
、
フ
レ
ッ

京
都
医
療
生
協
新
役
員（
任
期
二
年
）

の
五
年
間
は
、
京
大
病
院
で

　
私
の
自
己
紹
介
を
兼
ね

て
、
眼
科
医
の
二
十
年
間
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　
平
成
六
年
に
滋
賀
医
科
大

学
を
卒
業
、
そ
の
後
京
都
大

学
眼
科
教
室
に
入
局
し
ま
し

た
。

　
大
学
院
に
入
学
す
る
ま
で

　
中
野
眼
科
大
徳
寺
前
診

療
所
が
、
京
都
医
療
生
協

の
五
つ
め
の
診
療
所
と
し

て
六
月
二
日
に
明
る
く
、

爽
や
か
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
場
所
は
、
北
区
北
大
路

大
宮
西
南
角
、
京
都
視
力

六
月
二
日

第67回通常総代会後のティーパーティーで挨拶する山田亮三理事長

中
野
眼
科
を
開
設
し
て
い
る
京
都
医
療
生
活
協
同
組
合
の

第
六
十
七
回
通
常
総
代
会
が
六
月
十
四
日
（
土
）
午
後
、

中
京
区
の
本
能
寺
文
化
会
館
五
階
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
今

年
度
の
事
業
計
画
や
新
し
い
役
員
体
制
が
確
立
し
ま
し

た
。

　
総
代
会
は
、
来
賓
に
京
都
府
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の

横
山
治
生
専
務
理
事
を
迎
え
、
総
代
や
役
員
な
ど
七
十
四

人
が
参
加
し
て
す
す
め
ら
れ
、
①
二
〇
一
三
年
度
事
業
報

告
・
決
算
、
②
二
〇
一
四
年
度
事
業
計
画
・
予
算
、
③
定

款
の
一
部
変
更
、
④
役
員
報
酬
、
⑤
役
員
選
任
の
全
て
の

議
案
を
満
場
一
致
で
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　
総
代
会
後
、
新
役
員
に
よ
る
第
一
回
理
事
会
が
開
か

れ
、
山
田
亮
三
理
事
長
（
代
表
理
事
）
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
総
代
会
後
、
同
会
場
で
恒
例
の
懇
親
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
中
村
元
・
本
院
副
院
長
が
「
眼
科
医

の
二
十
年
」
と
題
し
て
ミ
ニ
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

山
田
理
事
長
が
総
代
会
の
は
じ
め
に
行
っ
た
挨
拶
の
大
要

は
次
の
通
り
で
す
。（
二
面
に
関
連
記
事
）

豊
か
な
長
寿
社
会
に
向
け

　
協
同
を
基
調
に
　
信
頼
さ
れ
る
眼
科
を

　
日
本
は
世
界
で
一
番
の
長

寿
国
に
な
り
ま
し
た
。
老
い

も
若
き
も
、

人
生
を
実
り

豊
か
に
過
ご

せ
る
よ
う

に
、
国
造
り

を
進
め
る
こ

と
が
大
切
で

す
。
今
年
度

は
、「
豊
か

　
総
代
会
後
の
懇
親
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
四
月
一
日
か
ら
本
院
副
院
長
に
就
任
さ

れ
て
い
る
中
村
元
先
生
が
行
っ
た
ミ
ニ
ス
ピ
ー
チ
「
眼
科
医
の
二
十
年
」
の
大
要
は
次

の
通
り
で
す
。

の
研
修
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、

小
倉
記
念
病
院
、
大
阪
赤
十

字
病
院
、
豊
岡
病
院
で
修
業

し
ま
し
た
。

　
平
成
十
一
年
に
京
都
大
学

大
学
院
視
覚
病
態
学
講
座
に

入
学
し
ま
し
た
。
眼
科
の
大

学
院
生
と
し
て
、
網
膜
電
気

生
理
外
来
を
担
当
し
、
網
膜

の
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
診
断
を

行
い
ま
し
た
。

　
大
学
院
を
卒
業
し
て
か
ら

二
年
間
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

医
学
部
の
ス
ケ
ペ
ン
ス
眼
研

究
所
に
留
学
し
ま
し
た
。
ス

ケ
ペ
ン
ス
先
生
は
、
現
在
、

世
界
中
で
施
行
さ
れ
て
い
る

網
膜
剥
離
手
術
を
体
系
化
さ

れ
た
先
生
で
す
。

　
平
成
十
八
年
か
ら
京
都
大

が
、
研
究
も
一
段
落
し
た
の

で
、
臨
床
に
力
を
入
れ
た
い

と
考
え
、
平
成
二
十
二
年
か

ら
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院

学
眼
科
助
教

を
拝
命
し
ま

し
た
。

　
長
く
研
究

生
活
を
し
て

い
ま
し
た

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
有
数
の
先
端
医

療
の
病
院
で
、
み
っ
ち
り
と

眼
科
の
手
術
や
外
来
を
勉
強

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
患

者
さ
ん
」
を
想
う
気
持
ち
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
的
確
な

診
断
と
有
効
な
治
療
を
行
う

こ
と
で
す
。
白
内
障
手
術
を

ト
ラ
ブ
ル
な
く
終
了
す
る
だ

け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
に
満

足
で
き
る
見
え
方
を
提
供
し

た
い
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

第67回通常総代会開く

山田亮三理事長を再任

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
二
階
。
こ
の

場
所
は
、
中
野
眼
科
の
創
立

者
で
あ
る
中
野
信
夫
先
生
が

一
九
五
五
年
か
ら
十
八
年
間

開
業
し
て
い
た
所
で
す
。

　
院
長
は
長
嶋
珠
江
先
生
で

中
野
眼
科
の
伝
統
を
引
き
継

ぎ
地
域
医
療
の
推
進
に
あ
た

理
事
長
　
＝
山
田
　
亮
三

専
務
理
事
＝
田
中
　
弘

常
務
理
事
＝
馬
場
　
恵
津
子

常
任
理
事
＝
亀
井
　
励

常
任
理
事
＝
大
森
　
俊
次

理
事
　
　
＝
莇
祥
子
、
清
水

恵
美
子
、
杉
山
哲
也
、
髙
木

史
子
、
友
藤
弘
子
、
藤
田
裕

美
、
星
野
朗
子
、
松
本
忠
之

監
事
　
　
＝
鴨
井
雅
夫

同
　
　
　
＝
坂
本
　
茂

顧
問
　
　
＝
清
水
　
武
彦

中
野
眼
科
本
院
副
院
長
　
中
村
　
元

ミ
ニ
ス
ピ
ー
チ

り
ま
す
。

〔
診
療
時
間
〕
午
前
十
時

〜
午
後
一
時
、
午
後
三
時

〜
六
時
。

〔
定
休
日
〕木
曜
日
、日
・
祝

日
、火
曜
と
土
曜
の
午
後
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
☎
四
四

一
・
八
一
〇
一
番

明るく爽やかな　大徳寺前診療所検査室

シ
ュ
な
職
員
が
お
迎
え
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
中
野
眼
科
名

誉
院
長
）
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『
留
学
』
に
は
文
字
通

り
、
医
学
修
行
の
た
め
の

北
米
留
学
で
の
作
品
を
収

め
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も

国
内
外
を
問
わ
ず
数
多
く

の
旅
吟
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。（
中
略
）
作
品

は
そ
の
土
地
の
特
徴
を
的

確
に
捕
ら
え
て
い
る
の
み

な
ら
ず
、
視
線
の
ユ
ニ
ー

ク
さ
に
驚
く
。

（
野
中
亮
介
、
杉
山
哲
也

ノ
ー
ト
よ
り
。
Ｈ
・
Ｔ
）

天
使
像
花
野
へ
翼
ひ
ろ
げ
を
り�

長
崎

淡
く
立
つ
浅
間
を
窓
に
夏
季
画
廊�

軽
井
沢

ア
メ
リ
カ
の
風
邪
を
も
ら
ひ
ぬ
感
謝
祭�

�

ア
メ
リ
カ

俳
句

杉
山
哲
也
句
集
『
留
学
』
よ
り

南
瓜
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

�

（
２
人
分
）

〔
材
料
〕

南
瓜　

１
５
０
ｇ

玉
葱　

70
ｇ
、
人
参　

30
ｇ

青
み
の
野
菜
（
オ
ク
ラ
、

ピ
ー
マ
ン
、
茹
で
イ
ン
ゲ
ン

の
い
ず
れ
か
）
少
々

①
昆
布
出
し　

②
牛
乳　

③

豆
乳
の
い
ず
れ
か

塩
、
胡
椒
、
油

〔
作
り
方
〕

イ　

玉
葱
は
1
㎝
角
に
切

る
。
南
瓜
は
種
を
取
り
、
皮

ご
と
3
㎝
角
に
切
っ
て
、
塩

少
量
を
全
体
に
ま
ぶ
し
て
15

分
置
く
。
人
参
は
薄
く
イ

チ
ョ
ウ
切
り
。

ロ　

鍋
を
熱
し
て
少
量
の
油

を
入
れ
、
玉
葱
を
入
れ
て
、

焦
が
さ
な
い
よ
う
に
す
き
と

お
る
ま
で
炒
め
る
。

ハ　

㋺
に
人
参
、
南
瓜
を
加

え
て
少
し
炒
め
た
後
、
材
料

に
か
ぶ
る
程
の
水
を
加
え
、

フ
タ
を
し
て
強
火
に
し
、
沸

騰
し
た
ら
中
火
に
し
、
柔
ら

か
く
な
る
ま
で
煮
る
。
火
を

止
め
、
フ
タ
を
取
り
、
し
ば

ら
く
冷
ま
す
。

ニ　

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
鍋

に
戻
し
、
①
②
③
の
い
ず
れ

か
好
み
の
も
の
で
、
適
当
な

濃
度
に
ゆ
る
め
る
。
弱
火
に

か
け
て
温
め
、
塩
、
胡
椒
で

味
を
整
え
る
。
青
み
野
菜
の

い
ず
れ
か
を
、
薄
切
り
に
し

て
少
量
添
え
る
。

�

（
あ
ざ
み
班
・
田
寺
慈
子
）

　

今
年
の
本
屋
大
賞
を
受

賞
し
、
書
店
の
店
先
に
う

ず
高
く
積
ま
れ
て
い
た
か

ら
読
ま
れ
た
方
も
お
ら
れ

　

第
六
十
七
回
通
常
総
代
会

は
莇
祥
子
理
事
の
司
会
で
す

す
め
ら
れ
、
議
長
に
建
設
協

同
組
合
班
の
川
久
保
雄
二
郎

総
代
を
選
出
、
そ
の
後
五
つ

の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ

に
対
し
て
質
疑
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

総
代
会
に
は
日
本
医
療
福

祉
生
活
協
同
組
合
連
合
会
を

は
じ
め
三
十
二
団
体
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
中
か
ら
乙
訓
医
療
生
活

協
同
組
合
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

司
会
者
に
よ
り
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

会
保
障
の
充
実
の
た
め
で
は

な
か
っ
た
の
か
と
、
国
民
の

間
で
は
厳
し
い
批
判
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
八

　

四
月
か
ら
消
費
税
が
八
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

間
か
け
て
資

料
を
読
み
込

み
、
次
の
一

上
武
吉
の
娘
景
（
き
ょ

う
）、
二
十
歳
。
長
身
で

め
っ
ぽ
う
力
が
強
く
、
近

隣
で
は
嫁
の
貰
い
手
の
な

い
醜
女
だ
っ
た
と
い
う

が
、
現
代
に
生
き
て
い
れ

ば
大
柄
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

な
美
女
な
の
だ
ろ
う
。
強

い
く
せ
に
女
心
も
あ
っ
て

が
あ
わ
や
、
と
い
う
場
面

も
あ
っ
て
息
も
つ
か
せ
ぬ

迫
力
だ
。

　

作
者
の
和
田
竜
は
映
画

に
も
な
っ
た
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
小
説
『
の
ぼ
う
の

城
』
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
作

家
。
本
人
は
、「
剛
速
球
」

が
作
風
だ
と
い
う
。
一
年

０
ペ
ー
ジ
近
い
ボ
リ
ュ
ー

ム
に
尻
込
み
さ
れ
た
方
も

あ
ろ
う
が
、
心
配
ご
無

用
。
読
み
始
め
た
ら
一
気

に
読
了
し
た
く
な
る
迫
力

満
点
の
小
説
だ
。
主
人
公

は
瀬
戸
内
海
を
制
覇
し
て

い
た
村
上
水
軍
の
当
主
村

魅
力
的
な
女
性
だ
。

　

舞
台
は
大
阪
本
願
寺
に

味
方
す
る
毛
利
家
と
村
上

水
軍
が
織
田
信
長
軍
と
海

上
で
激
突
す
る
木
津
川
口

の
戦
い
。
主
人
公
は
こ
の

合
戦
で
大
活
躍
を
す
る
。

激
戦
の
模
様
は
、
主
人
公

年
で
シ
ナ
リ
オ
を
書
く

な
ど
丹
念
な
準
備
の
あ
と

週
刊
誌
に
二
年
間
連
載
し

た
。
私
も
こ
の
連
載
中
、

次
号
が
待
ち
遠
し
い
気
持

ち
で
愛
読
し
た
。
新
潮
社

刊
。
上
下
巻
各
一
六
〇
〇

円
＋
税
。�

（
亀
井　

励
）

る
だ
ろ
う
。

上
下
巻
合
わ

せ
て
１
０
０

長
寿
喜
べ
る
社
会
に

『
村
上
海
賊
の
娘
』

第67回通常総代会で議案に賛成する総代

友藤弘子理事

総
代
の
発
言
と
答
弁
（
要
旨
）
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齢
者
医
療
費
負
担
の
一
割
か

ら
二
割
へ
の
引
き
上
げ
な
ど

国
民
負
担
増
が
め
じ
ろ
押
し

で
す
。
消
費
税
増
税
は
、
社

十
歳
を
超
え
、
健
康
寿
命
も

七
十
歳
以
上
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
は
急
速
に
世
界
で

最
も
高
齢
化
が
進
ん
だ
国
と

な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
率
の

高
く
な
る
時
代
を
社
会
発
展

の
足
枷
と
と
ら
え
る
の
で
は

な
く
、
長
寿
社
会
を
、
人
類

が
達
成
し
た
大
き
な
成
功
と

し
て
喜
べ
る
社
会
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
医
療
、
介

護
、
雇
用
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
の
解
決

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
若
者
を
と
り
ま
く

状
況
は
、「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

の
存
在
や
非
正
規
雇
用
の
増

大
な
ど
ま
す
ま
す
深
刻
で

年
金
支
給
額
の
削
減
、
七
十

歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
高

　

特
別
決
議
が
友
藤
弘
子
理
事
か
ら
提
案
さ
れ
、
全
員

の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
決
議 経営等  幅広く質疑

　
大
森
　
俊
次 

総
代

　

無
料
眼
科
健
診
の
受
診
者

は
十
五
人
で
、
そ
の
う
ち
二

人
に
精
密
検
査
を
進
め
た
と

活
動
の
ま
と
め
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
私

で
す
。
杉
山
先
生
に
精
密
検

査
を
し
て
も
ら
っ
て
緑
内
障

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
治

療
を
続
け
て
い
ま
す
。
眼
科

健
診
の
お
陰
で
す
。
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
上
木
　
紀
介 

総
代

　

事
業
収
益
予
算
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
人
件
費
も
増
え

て
い
ま
す
。
職
員
を
増
や
し

て
い
る
の
で
す
か
。
大
徳
寺

前
診
療
所
の
見
通
し
は
。

　

役
員
報
酬
総
額
の
提
案
と

役
員
報
酬
支
給
額
と
の
関
係

は
ど
う
で
す
か
。

　
田
中
　
弘 

専
務
理
事

　

本
院
に
副
院
長
を
迎
え
た

り
、
事
務
所
に
事
務
長
代
理

を
配
置
す
る
な
ど
職
員
は
少

し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

　

大
徳
寺
前
診
療
所
は
三
年

以
内
に
黒
字
の
見
通
し
を

も
っ
て
い
ま
す
。

　

役
員
報
酬
総
額
は
予
算
枠

で
あ
り
、
役
員
報
酬
支
給
額

は
、
実
際
に
支
給
さ
れ
た
執

行
額
の
こ
と
で
す
。

　
赤
染
　
益
輝 

総
代（
代
理
）

　
「
役
員
報
酬
の
状
況
」
を

見
る
と
理
事
定
数
十
一
人
で

支
給
は
六
人
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
あ
と
の
五
人
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

政
府
は
農
協
組
織
の
見
直

し
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
の
見
方
を
聞
か

せ
て
下
さ
い
。

　
田
中 

専
務
理
事

　

役
員
報
酬
が
支
給
さ
れ
て

い
る
の
は
六
人
の
み
で
、
職

員
と
理
事
を
兼
務
し
て
い
る

五
人
に
は
職
員
給
与
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
田
　
亮
三 

理
事
長

　

全
中
（
全
国
農
業
協
同
組

合
中
央
会
）
の
解
体
に
は
心

を
痛
め
て
い
ま
す
。
農
地
に

企
業
的
な
資
本
を
導
入
し
て

競
争
力
の
あ
る
農
家
を
育
て

る
と
い
う
が
、
農
業
の
活
性

化
に
と
っ
て
小
規
模
農
家
の

役
割
は
大
切
な
課
題
で
す
。

農
地
は
国
民
共
通
の
公
共
財

で
す
か
ら
、
農
協
の
健
全
な

発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
除
籍
等
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
「
平
和
の
た
め
の
京
都

の
戦
争
展
」
が
八
月
五
日

（
火
）
～
十
日
（
日
）
の

三
十
分
ま
で
、
同
会
場
で
中

野
先
生
の
長
女
の
中
野
圭
子

さ
ん
が
、「
娘
が
語
る
父
の

戦
争
体
験
」
と
題
し
て
語
り

ま
す
。

　

主
催
は
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
受
賞
者
の
益
川
敏
英
さ

ん
や
清
水
寺
貫
主
の
森
清
範

さ
ん
ら
の
呼
び
か
け
人
に
よ

る
実
行
委
員
会
。
問
い
合
わ

せ
は
☎
二
三
一
・
三
一
四

九
。

生
協
は
、
誰
で
も
、
ど
こ
で

も
、
い
つ
で
も
人
生
を
豊
か

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
長

寿
社
会
づ
く
り
を
眼
科
医
療

に
よ
り
支
え
る
こ
と
を
展
望

し
て
、
中
野
眼
科
の
医
療
を

し
っ
か
り
と
守
り
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

二
〇
一
四
年
六
月
十
四
日

　

京
都
医
療
生
活
協
同
組
合

　

第
六
十
七
回
通
常
総
代
会

す
。

　

高
齢
者
も
若
者
も

す
べ
て
の
国
民
が
安

心
し
て
人
間
ら
し
く

暮
ら
せ
る
社
会
を
め

ざ
し
て
、
社
会
保
障

制
度
を
憲
法
二
五
条
を
生
か

し
て
拡
充
す
る
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
京
都
医
療

　

組
合
員
の
除
籍
等
が
第
六

十
七
回
通
常
総
代
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

診
療
所
所
属
組
合
員
で
、

一
九
九
四
年
三
月
三
十
一
日

以
前
に
加
入
し
た
組
合
員
の

う
ち
、
五
年
以
上
診
療
所
の

利
用
の
な
い
組
合
員
を
三
月

三
十
一
日
付
で
別
管
理
組
合

員
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
二
年
三
月

三
十
一
日
付
で
別
管
理
組
合

員
と
し
た
う
ち
、
こ
の
二
年

間
に
利
用
の
な
か
っ
た
組
合

員
を
除
籍
し
ま
し
た
。

　

こ
の
件
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
京
都
医
療
生
協
ま

で
。
☎
八
二
二
・
二
二
八

六
。

日
程
で
、
北
区
の
立
命
館
大

学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

一
階
の
中
野
記
念
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
三
十

四
回
目
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
東
ア

ジ
ア
に
平
和
友
好
を
き
ず
こ

う
。

　

京
都
医
療
生
協
と
中
野
眼

科
の
創
立
者
で
あ
る
中
野
信

夫
先
生
作
成
の
「
ビ
ル
マ
・

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
記
録
画
」

が
パ
ネ
ル
で
展
示
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
八
月
六
日
（
水
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

父の戦争体験を語る
中野圭子さん

京都の戦争展

増
収
分
の
多
く
は
国
債

の
発
行
を
減
ら
す
こ
と

に
回
さ
れ
る
だ
け
で
、

新
た
に
増
え
る
サ
ー
ビ

ス
は
、
保
育
園
整
備
等

の
約
五
千
億
円
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
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つ　 く 　る 　健 　康

７
月
の
献
立

安
倍
首
相
が
六
月
十
日
に
解
禁
を
表
明
し
た
混
合
診
療
は
、
保
険
の
利
か
な
い

医
療
を
際
限
な
く
拡
大
し
、
国
民
皆
保
険
を
空
洞
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
で
良
い
医
療
を


